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朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

千
葉

平
成
２
８
年
１
０
月
２
７
日
金
曜
日(

旧
暦
九
月
二
十
八
日)

担
当

加
藤

徹

二
十
四
節
気

２
０
１
６
年

晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

季
秋

晩
秋

旧
暦
九
月

寒
露

１
０
月
８
日

霜
降

１
０
月
２
３
日

孟
冬

初
冬

旧
暦
十
月

立
冬

１
１
月
７
日

小
雪

１
１
月
２
２
日

仲
冬

中
冬

旧
暦
十
一
月

大
雪

１
２
月
７
日

冬
至

１
２
月
２
１
日

季
冬

晩
冬

旧
暦
十
二
月

小
寒

１
月
６
日

大
寒

１
月
２
１
日

２
０
１
７
年
の
旧
暦
一
月
一
日(

「
春
節
」)

は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
の
１
月
２
８
日
。

★

頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
巻
二
十
二

大
阪
夏
の
陣
の
最
後
の
戦
い
「
天
王
寺
・
岡
山
の
戦
い
」
真
田
幸
村
の
討
ち
死
に

（
原
漢
文
は
省
略
。
訓
読
を
左
に
示
す)

…
…
将
軍
、
行
き
て
前
部
に
至
り
、
令
を
布
い
て
帰
る
。
両
軍
既
に
近
づ
く
。
左
先
鋒
の
隊
将
・
本
多

成
重(

ほ
ん
だ
・
な
り
し
げ)

阜(

お
か)

に
上
り
て
戦
を
窺
う
。
忠
靭(

た
だ
ゆ
き)

・
秀
政(

ひ
で
ま
さ
。

小
笠
原
秀
政)

と
、
勝
永(

か
つ
な
が
。
毛
利
勝
永)

・
永
応(
え
い
お
う
。
竹
田
永
応)

と
、
銃
手
を
以
て

戦
を
挑
む
。
戦
少
し
く
利
あ
ら
ず
。
幸
村(

ゆ
き
む
ら)

之
に
乗
ず
。
成
重
、
顧
み
て
我
が
軍
を
麾
く
。
軍

乃
ち
進
む
。
忠
直(

た
だ
な
お
。
松
平
忠
直)

曰
く
「
吾
、
此
よ
り
直
ち
に
閻
羅
庁
に
入
る
な
り
」
と
。
因

り
て
餐
を
呼
び
、
立
ち
な
が
ら
之
を
食
う
。
一
人
は
餐
を
捧
げ
、
一
人
は
冑
を
持
つ
。
食
畢(

お
わ)

り
て

冑
し
、
左
右
に
謂
ひ
て
曰
く
「
我
れ
既
に
食
せ
り
。
必
ず
餓
鬼
道
に
堕
ち
ず
」
と
。
騎
し
て
直
ち
に
前
む
。

軍
、
閧
し
て
之
に
従
う
。
忠
直
の
弟
忠
昌(

た
だ
ま
さ)

手
づ
か
ら
二
人
を
斬
る
。
成
重
、
吉
田
修
理(

よ

し
だ
し
ゅ
り)

荻
田
主
馬(

お
ぎ
た
し
ゅ
め)

と
、
左
右
よ
り
縦
撃
す
。
幸
村
の
軍
、
終
に
敗
走
す
。
追
い

て
安
井
に
至
る
。
西
尾
久
作(

に
し
お
ひ
さ
な
り
。
西
尾
宗
次)

幸
村
と
闘
ひ
て
之
を
斬
る
。

【
注
】
〇
本
多
成
重
…
徳
川
の
重
臣
。
幼
名
は
仙
千
代
。
「
一
筆
啓
上

火
の
用
心

お
仙
泣
か
す
な

馬

肥
や
せ
」
の
「
お
仙
」
で
あ
る
。
〇
西
尾
宗
次(

に
し
お
む
ね
つ
ぐ)

…
越
前
松
平
家
の
鉄
砲
組
の
武
士
。

慶
長
二
十
年
（
１
６
１
５
年
）
の
大
坂
夏
の
陣
で
、
安
井
神
社
の
境
内
で
休
息
中
の
真
田
信
繁
（
幸
村
）

を
、
相
手
が
誰
と
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
刺
殺
。
幸
村
の
首
を
取
る
。

易
水
送
別

唐
・
駱
賓
王(

６
４
０
？
～
６
８
４
？)

此
地
別
燕
丹

此
の
地

燕
丹
に
別
る

壮
士
髪
衝
冠

壮
士

髪

冠
を
衝
く

昔
時
人
已
没

昔
時

人

已
に
没
し

今
日
水
猶
寒

今
日

水

猶
ほ
寒
し

エ
キ
ス
イ
ソ
ウ
ベ
ツ
。
ト
ウ
、
ラ
ク
ヒ
ン
オ
ウ
。
コ
の
チ
、
エ
ン
タ
ン
に
ワ
カ
る
。
ソ
ウ
シ
、
ハ
ツ
、

カ
ン
を
ツ
く
。
セ
キ
ジ
、
ヒ
ト
、
ス
デ
に
ボ
ッ
し
、
コ
ン
ニ
チ
、
ミ
ズ
、
ナ
お
サ
ム
し
。
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【
注
】
易
水
…
中
国
の
河
北
省
を
流
れ
る
川
の
名
前
。
〇
駱
賓
王
…
唐
初
の
詩
人
。
ラ
ク
ヒ
ン
ノ
ウ
と
も

読
む
。
名
前
は
「
王
」
の
字
を
含
む
が
、
王
族
で
は
な
い
。
６
８
４
年
、
徐
敬
業(

李
敬
業)

が
武
則
天(

則

天
武
后)
の
専
横
に
反
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し
た
と
き
、
駱
賓
王
は
「
一
抔
土
未
乾
、
六
尺
孤
安
在
」(

イ

ッ
ポ
ウ
の
ツ
チ
、
イ
マ
だ
カ
ワ
か
ざ
る
に
、
リ
ク
セ
キ
の
コ
、
イ
ズ
く
に
か
ア
る)

云
々
の
檄
文
を
書
い

た
。
そ
れ
を
読
ん
だ
武
則
天
は
、
自
分
を
批
判
す
る
文
章
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
こ
れ
ほ
ど
の
才
能
の

あ
る
者
を
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
宰
相
の
責
任
で
あ
る
」
と
だ
け
述
べ
た
。
駱
賓
王
は
反
乱
が
平
定
さ
れ

た
あ
と
、
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
殺
さ
れ
た
と
も
、
南
方
の
寺
に
逃
れ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
〇
燕
丹

…
古
代
の
燕
国
の
太
子
・
丹
の
こ
と
。
紀
元
前
２
２
７
年
、
秦
王
政(

後
の
、
秦
の
始
皇
帝)

を
暗
殺
す
る

た
め
に
、
荊
軻(

け
い
か)

と
い
う
刺
客
を
送
り
出
し
た
。

yi4
shui3

song4
bie2

tang2
luo4

bin1
w

ang2
ci3

di4
bie2

yan1
dan1,zhuang4

shi4
fa4

chong1
guan1

xi1
shi2

ren2
yi3

m
o4,jin1

ri4
shui3

you2
han2

★

司
馬
遷
『
史
記
』
卷
八
十
六
・
刺
客
列
伝
第
二
十
六
・
荊
軻
の
条
よ
り

遂
発
。
太
子
及
賓
客
知
其
事
者
、
皆
白
衣
冠
以
送
之
。
至
易
水
之
上
、
既
祖
、
取
道
。
高
漸
離
擊
筑
、
荊

軻
和
而
歌
、
為
變
徵
之
声
。
士
皆
垂
淚
涕
泣
。
又
前
而
為
歌
曰

「
風
蕭
蕭
兮
易
水
寒
。

壮
士
一
去
兮
不
復
還
」

復
為
羽
声
忼
慨
。
士
皆
瞋
目
、
髪
尽
上
指
冠
。
於
是
荊
軻
就
車
而
去
、
終
已
不
顧
。

遂
に
発
す
。

太
子
及
び
賓
客
の
其
の
事
を
知
る
者
、
皆
白
衣
冠
し
て
以
て
之
を
送
る
。

易
水
の
上
（
ほ

と
り
）
に
至
る
。
既
に
祖
し
て
道
を
取
る
。
高
漸
離(

こ
う
ぜ
ん
り
。
人
名)

筑(

ち
く
。
楽
器
名)

を
撃
ち
、

荊
軻(

け
い
か
。
人
名)

和
し
て
歌
ひ
、
変
徴
（
へ
ん
ち
）
の
声
を
為
す
。
士
、
皆
涙
を
垂
れ
て
涕
泣
（
て

い
き
ゅ
う
）
す
。
又
、
前
（
す
す
）
み
て
歌
を
為
（
つ
く
）
り
て
曰
は
く
、

「
風

蕭
蕭
（
し
ょ
う
し
ょ
う
）
と
し
て
易
水
寒
し

壮
士
一
た
び
去
り
て
復
た
還
（
か
え
）
ら
ず
」
と
。

復
た
羽
声
を
為
し
て
忼
慨
（
こ
う
が
い
）
す
。
士
、
皆
、
目
を
瞋
（
い
か
）
ら
し
、
髪
、
尽
（
こ
と
ご

と
）
く
上
が
り
冠
を
指
す
。
是
（
こ
こ
）
に
於
（
お
）
い
て
荊
軻
、
車
に
就
き
て
去
る
。
終
（
つ
ひ
）
に

已
（
す
で
）
に
顧
み
ず
。

【
参
考
】

昭
和
３
７
年
の
大
映
の
映
画
『
秦
・
始
皇
帝
』
（
し
ん
・
し
こ
う
て
い
）
の
配
役

秦
王
政(

始
皇
帝)

…
勝
新
太
郎
。
燕
国
の
太
子
・
丹
…
宇
津
井
健
。
荊
軻
…
市
川
雷
蔵
。

荊
軻
の
妻
…
中
村
玉
緒(

筑
を
奏
で
る
。
史
実
で
は
、
筑
を
演
奏
す
る
の
は
高
漸
離)

酬
令
公
雪
中
見
贈

(

酬
令
公
雪
中
見
贈
訝
不
与
夢
得
同
相
訪)

唐
・
白
居
易(

７
７
２
～
８
４
６)

雪
似
鵞
毛
飛
散
乱

雪
は
鵞
毛
に
似
て
、
飛
び
て
散
乱
し

人
被
鶴
氅
立
徘
徊

人
は
鶴
氅
を
被
て
、
立
ち
て
徘
徊
す

鄒
生
枚
叟
非
無
興

鄒
生
、
枚
叟
、
興
無
き
に
あ
ら
ず

唯
待
梁
王
召
即
来

唯
だ
梁
王
を
待
つ
の
み
、
召
ば
ば
即
ち
来
た
ら
ん
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レ
イ
コ
ウ
の
セ
ッ
チ
ュ
ウ
に
オ
ク
ら
る
る
に
ム
ク
ゆ
。(

…
レ
イ
コ
ウ
の
セ
ッ
チ
ュ
ウ
に
オ
ク
ら
れ
、

ボ
ウ
ト
ク
と
ト
モ
に
ア
い
オ
ト
ナ
わ
ざ
る
を
イ
ブ
カ
る
に
ム
ク
ゆ)

。
ト
ウ
、
ハ
ッ
キ
ョ
イ
。

ユ
キ
は
ガ
モ
ウ
に
ニ
て
ト
び
て
サ
ン
ラ
ン
し
、
ヒ
ト
は
カ
ク
シ
ョ
ウ
を
キ
て
タ
ち
て
ハ
イ
カ
イ
す
。
ス

ウ
セ
イ
、
バ
イ
ソ
ウ
、
キ
ョ
ウ
、
ナ
き
に
ア
ラ
ず
。
タ
だ
リ
ョ
ウ
オ
ウ
を
マ
つ
の
み
、
ヨ
ば
ば
ス
ナ
ワ
ち

キ
た
ら
ん
。

【
注
】
唐
王
朝
の
宰
相
で
中
書
令
と
な
っ
た
文
人
政
治
家
の
裴
度(

は
い
た
く/

は
い
ど
。
７
６
５
年
～
８

３
９
年)

は
、
同
じ
く
文
人
政
治
家
で
あ
っ
た
白
居
易(

白
楽
天
）
や
劉
禹
錫(

劉
夢
得)

と
親
し
く
、
た
び

た
び
自
宅
に
招
い
た
。
あ
る
と
き
、
劉
禹
錫
だ
け
が
裴
度
の
邸
に
行
き
、
白
居
易
は
行
か
な
か
っ
た
。
裴

度
は
そ
れ
を
訝
る
漢
詩
を
書
い
て
、
雪
の
日
に
白
居
易
に
贈
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
白
居
易
が
返
信
と

し
て
応
酬
し
た
の
が
、
こ
の
七
言
絶
句
で
あ
る
。
「
令
公
」
は
裴
度
を
指
す
。
〇
鵞
毛
…
古
く
は
ガ
ボ
ウ

と
も
読
ん
だ
。
ガ
チ
ョ
ウ
の
白
い
羽
毛
。
〇
鶴
氅
…
古
く
は
カ
ク
ジ
ョ
ウ
と
も
読
ん
だ
。
ツ
ル
の
白
い
羽

毛
で
作
っ
た
衣
。
仙
人
や
隠
者
な
ど
が
着
た
。
こ
こ
で
は
、
雪
の
な
か
を
歩
く
通
行
人
の
衣
服
に
雪
が
ふ

り
か
か
っ
て
白
く
な
っ
た
様
子
を
喩
え
て
い
る
。
〇
鄒
生
・
枚
叟
・
梁
王
…
い
ず
れ
も
人
名
。
南
朝
・
宋

の
謝
恵
連
の
韻
文
作
品
「
雪
賦
」
を
ふ
ま
え
る
。
か
つ
て
梁
王
は
、
友
人
や
文
人
を
呼
び
、
雪
が
降
る
風

流
な
景
色
を
文
学
作
品
と
し
て
詠
ま
せ
た
。

chou2
ling4

gong1
xue3

zhong1
jian4

zeng4

（
～ya4

bu4
yu3

m
eng4

de2
tong2

xiang4
fang3

）tang2
bai2

ju1
yi4

xue3
si4

e2
m

ao2
fei1

san3
luan4

/ren2
pi1

he4
chang3

li4
pai2

huai2
zou1

sheng1
m

ei2
sou3

fei1
w

u2
xing1

/w
ei2

dai4
liang2

w
ang2

zhao4
ji2

lai2

【
参
考
】
能
「
鉢
木
」(
は
ち
の
き)

よ
り

佐
野
源
左
衛
門
常
世
（
さ
の
げ
ん
ざ
え
も
ん
つ
ね
よ)

と
、
旅
の
僧
に
変
装
し
た
北
条
時
頼
の
話
。

シ
テ
「
あ
ゝ
降
つ
た
る
雪
か
な
。
如
何
に
世
に
あ
る
人
の
面
白
う
候
ふ
ら
ん
。

そ
れ
雪
は
鵞
毛
に
似
て
飛
ん
で
散
乱
し
、

人
は
鶴
氅(

か
く
し
ょ
う)

を
着
て
立
つ
て
徘
徊
す
と
言
へ
り
。

さ
れ
ば
今
ふ
る
雪
も
、
も
と
見
し
雪
に
か
は
ら
ね
ど
も
、

我
は
鶴
氅
を
着
て
立
つ
て
徘
徊
す
べ
き
。

袂(

た
も
と)

も
朽
ち
て
袖
せ
ば
き
、

細
布
衣
（
ほ
そ
ぬ
の
ご
ろ
も
）
陸
奥
（
み
ち
の
く
）
の
、
け
ふ
の
寒
さ
を
如
何
に
せ
ん
。

あ
ら
面
白
か
ら
ず
の
雪
の
日
や
な
」★

来
年
、
平
成
二
十
九
年
の
干
支
は
丁
酉(

て
い
ゆ
う
。
ひ
の
と
と
り)

★

『
戦
国
策
』
よ
り
、
蘇
秦
が
韓
王
に
「
合
従(

が
っ
し
ょ
う)

」
の
戦
略
を
説
く
場
面
。

寧
為
雞
口
、
無
為
牛
後
。

寧
ろ
雞
口
と
為
る
と
も
、
牛
後
と
為
る
こ
と
無
か
れ
。

ム
シ
ろ
ケ
イ
コ
ウ
と
ナ
る
と
も
、
ギ
ュ
ウ
ゴ
と
ナ
る
ナ
か
れ
。

★

『
韓
詩
外
伝
』
巻
二
よ
り
、
魯
の
哀
公
に
臣
下
が
「
鶏
の
五
徳
」
を
説
明
す
る
場
面
。
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君
独
不
見
夫
鶏
乎
。
首
戴
冠
者
、
文
也
。
足
搏
距
者
、
武
也
。
敵
在
前
敢
闘
者
、
勇
也
。
得
食
相
告
、
仁

也
。
守
夜
不
失
時
、
信
也
。
鶏
有
此
五
徳
。

君
は
独
り
夫
の
鶏
を
見
ざ
る
や
。
首
に
冠
を
戴
く
は
文
な
り
。
足
に
距
を
搏
す
る
は
武
な
り
。
敵
、
前

に
在
り
て
敢
闘
す
る
は
、
勇
な
り
。
食
を
得
て
相
告
ぐ
る
は
、
仁
な
り
。
夜
を
守
り
て
時
を
失
は
ざ
る
は
、

信
な
り
。
鶏
に
此
の
五
徳
有
り
。

キ
ミ
は
ヒ
ト
り
カ
の
ニ
ワ
ト
リ
を
ミ
ざ
る
や
。
ク
ビ
に
カ
ン
ム
リ
を
イ
タ
ダ
く
は
、
ブ
ン
な
り
。
ア
シ

に
ケ
ヅ
メ
を
ハ
ク
す
る
は
、
ブ
な
り
。
テ
キ
、
マ
エ
に
ア
り
て
カ
ン
ト
ウ
す
る
は
、
ユ
ウ
な
り
。
シ
ョ
ク

を
エ
て
ア
い
ツ
ぐ
る
は
、
ジ
ン
な
り
。
ヨ
ル
を
マ
モ
り
て
ト
キ
を
ウ
シ
ナ
わ
ざ
る
は
、
シ
ン
な
り
。
ニ
ワ

ト
リ
に
、
コ
の
ゴ
ト
ク
、
ア
り
。

魯
山
山
行

北
宋
・
梅
堯
臣(

１
０
０
２
～
１
０
６
０)

適
与
野
情
愜

適
し
く
野
情
と
愜
い

千
山
高
復
低

千
山

高
く
復
た
低
し

好
峰
随
処
改

好
峰

随
処
に
改
ま
り

幽
径
独
行
迷

幽
径

独
り
行
き
迷
ふ

霜
落
熊
升
樹

霜
落
ち
て

熊

樹
に
升
り

林
空
鹿
飲
渓

林
空
し
く

鹿

渓
に
飲
む

人
家
在
何
許

人
家

何
許
に
か
在
る

雲
外
一
声
鶏

雲
外

一
声
の
鶏

ロ
ザ
ン
の
サ
ン
コ
ウ
。
ホ
ク
ソ
ウ
、
バ
イ
ギ
ョ
ウ
シ
ン
。
マ
サ
し
く
ヤ
ジ
ョ
ウ
と
カ
ナ
い
、
セ
ン
ザ
ン
、

タ
カ
く
マ
た
ヒ
ク
し
。
コ
ウ
ホ
ウ
、
ズ
イ
シ
ョ
に
ア
ラ
タ
ま
り
、
ユ
ウ
ケ
イ
、
ヒ
ト
り
ユ
き
マ
ヨ
う
。
シ

モ
、
オ
ち
て
、
ク
マ
、
キ
に
ノ
ボ
り
、
ハ
ヤ
シ
、
ム
ナ
し
く
、
シ
カ
、
タ
ニ
に
ノ
む
。
ジ
ン
カ
、
イ
ヅ
ク

に
か
ア
る
。
ウ
ン
ガ
イ
、
イ
ッ
セ
イ
の
ケ
イ
。

【
注
】
魯
山
…
別
名
は
露
山
。
河
南
省
の
魯
山
県
に
あ
る
景
勝
地
。
梅
堯
臣
は
１
０
４
０
年
に
こ
の
地
に

遊
び
、
こ
の
五
言
律
詩
を
詠
ん
だ
。
〇
野
情
と
愜
い
…
野
や
山
で
遊
び
た
い
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
あ
う
。

〇
好
峰

随
処
に
改
ま
り
…
良
い
形
を
し
た
山
は
、
道
を
歩
く
に
つ
れ
て
そ
の
姿
を
変
え
る
。
〇
幽
径
…

ひ
と
け
の
な
い
静
か
な
こ
み
ち
。
〇
林
空
し
く
…
森
の
木
々
が
落
葉
し
た
さ
ま
を
指
す
。
〇
雲
外

一
声

の
鶏
…
山
に
立
ち
こ
め
る
雲
煙(

う
ん
え
ん)

の
向
こ
う
か
ら
突
如
と
し
て
鶏
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
人
家
の
あ
り
か
が
わ
か
っ
た
。
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